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空家等対策計画に基づく取組の結果について 
 

１ 空家等の適切な管理の促進について 

（１）空家等の適正管理に関する情報発信・意識啓発 

  ・空家等の適正管理を啓発するパンフレットを配布 

  ・市報や市ホームページ等に啓発内容を掲載 

 

（２）関係団体との連携・協力 

  ・空家等の事例に対し、関係団体（弁護士会、司法書士会、宅建業協会、土地家屋調査士会、建築士会、 

シルバー人材センター）と連携し、解決に向けた取り組みを実施 

 

（３）地域の人材を活用した維持管理の取組 

   1）除草・剪定作業の問合わせの際、シルバー人材センター・市内事業者の一覧を配布し、案内を実施 

2）シルバー人材センターによる空家の適正管理（巡回、樹木伐採・除草）を推進 

 

（４）死亡届提出時等における情報提供 

 ・空家等の所有者死亡時に相続が円滑に図られるよう 

1）市民課窓口（おくやみ手続案内窓口）で空家かどうか聞き取り、建設課窓口を案内 

2）おくやみハンドブックへの相談窓口の掲載 

3）おくやみ窓口申請者のリスト化（令和６年度…４８件、令和７年度…４８件） 

 

２ 空家等及び跡地の活用の促進について    

（１）空家等の跡地活用の促進に関する事項       

 ① 空家売却に伴う税の優遇制度を周知  

 ・空家譲渡に係る税の優遇措置（空家売却時の譲渡 

益 3,000万円控除）を、市ホームページで周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

○空家譲渡に係る税の優遇措置の該当件数      

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

該当件数 ５件 ５件 ２件 ５件 ２件 

 

②不良住宅空家の除却費用の一部を補助する制度（補助率４/５、上限５００千円/件）により、 

空家の除却を支援。危険な建物の除却・解体を推進し生活環境の保全を図る 

⇒市内居住者に回覧（約 26,400世帯）      市ホームページ掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 ○不良住宅空家の除却補助の件数        

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

除却件数 ５件 １件 ３件 ３件 １件 

 

③空家等活用補助事業を実施（令和７年度～）    ④住宅金融支援機構との連携（令和７年度～） 

 ⅰ）地域活性化型…０件                            フラット３５の金利引き下げの適用を受け 

ⅱ）子育て世帯型…０件                           るため連携開始                                              

   

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



　令和7年度に新規に空き家となったものについて、適正な管理を促すとともに、空き家バンク

への意向調査のため、次のとおり意識啓発・アンケートを行った。

〈回答者に関する項目〉

①　すべて（２１件）に「連絡先」の記載がある。

②　鳥栖市内の人が３８％（８件）、佐賀県外の人が４８％（１０件）である。

③　すべて４０歳以上であり、６０代以上の高齢者が６７％を占めている

３　空き家バンク登録者増加に向けた取組について

　１．送付対象：新規に空き家となった物件の所有者または管理者

　２．送付件数：４６件（おくやみ窓口・情報提供によって把握）

　３．回答期間：令和７年１２月１日～２６日

　４．回答件数：２１件（回答率約４６％）

問３ー１　現在空家等の困りごとはあるか 問３ー２　どのような点に困っているか（複数回答可）

　５．内　　容：①パンフレットにより適正管理・利活用等への啓発を図る

　　　　　　　　②アンケート調査表により空き家バンクへの意向調査を行う

問１．調査対象が空家等か確認

問２．回答者と空家等の関係
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土地・建物の所有者 2件（17％）

土地の所有者 1件（8％）

土地・建物の管理者（納税代表者） 3件（25％）

土地・建物の所有者の親族 5件（42％）

母が納税代表者 1件（8％）
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既に売却済、賃貸済、建物解体済である 3件（14％）

現在空家等ではないが、将来空家等になる予定 2件（9％）

使用しておらず、空家等である 10件（48％）
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●空き家バンク登録者数増加への取組

　アンケート回答者のうち空き家バンクを「利用したい」と回答があった方に電話で勧誘を行い、

登録に結び付けた

◉アンケートの回答 ◉接触の結果

　また、同様に「条件付きで利用したい」と回答があった方に電話で勧誘を行った結果、次の

とおりとなった。

◉アンケートの回答 ◉接触の結果

相続の整理がつき次第利用したい

●空き家バンク　各年度の登録数の推移

●空き家バンク　ホームページアクセス数

●空き家バンク　問い合わせ状況 ●空き家数の推移

令和６年度以前から空き家

　 上下水道閉栓

　 おくやみ窓口

　 情報提供

19件

12件

65件

R7年度R6年度R4年度 R5年度R3年度

413戸 321戸 302戸 314戸 310戸

214件(R7年度内訳)　

登録数 2 2 1 3 2 12

※現在募集件数…シーズ７件、ニーズ６件

(  )内は累計 (22) (31)

売買された件数 2 1 1

(2) (4) (5)

問５－３．空き家バンクの利用を希望しない理由 問６．空家等について欲しい情報（複数回答有）

 「その他」の内容（３件）

・建設会社に相談しているため

・将来利用する予定があるため

・将来の活用が未定のため

窓口

合計

11件

9件

15件

35件

電話

ニーズ

令和６年度 4月 5月 6月

4月

アクセス数 344 230 303

電子メール

種別 R1年度 R2年度

アクセス数

(  )内は売却済

問５－２空き家バンクの利用希望 問５－３．空き家バンクの利用を希望しない理由

問５－１空き家バンクの認知度問４．空家等の利活用の意向確認

利用したい ２件
登録に繋がった

条件付きで利用したい ２件
抵当権の抹消、相続を整理してから利用したい

1件

相続の整理がつき次第利用したい 1件

項目 件数 件数 件数

項目 件数 項目 件数

1件

1件

0 3 4 12

(8) (10)

（単位：件）
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10月 11月 12月 1月 2月

684 305343 285 208 198 197 356 271 177 496

5月 6月 11月 12月

シーズ 2 2 1 3 2 9 6

202 217 445 223 205 378

令和７年度 7月 8月 9月 10月

7月 8月 9月

(2) (1) (1) (1) (0) (6) (1) (12)

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
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